
重要文化財平櫓下石垣の復旧について 資料４平櫓①

これまでの検討経過（重要文化財平櫓）
【平成30年度】

3月28日：文化財修復検討部会 〇平櫓下石垣について
→平櫓下石垣(北面：H121)の解体修理は必要

【平成31(令和元)年度】
12月25日：石垣・構造合同WG 〇平櫓解体保存修理工事状況の現地視察

【令和２年度】
7月 3日 石垣・構造合同WG
〇石垣履歴・被害状況の報告
〇石垣解体修理範囲案の検討
【①案】段彩図を参考に石垣の変状が大きい箇所を修理する解体範囲案提示→非了承 解体範囲案見直すべき

10月 9日 建築・石垣・構造合同WG
〇石垣解体修理範囲案の承認
【②案】基準勾配をもとに擦り付けで復旧勾配を検討し、現況測量データと比較し、段差が生じないように解体範囲案提示
【③案】 H124及び、H121の東側の変状が小さいことから、 H124をできる限り解体修理しない解体範囲案提示→承認、最終

的な解体範囲は令和3年度の解体修理時に決定する。

12月15日 石垣・構造合同WG
〇平櫓発掘調査現地視察
〇平櫓周辺石垣解体修理範囲案承認
10月9日承認の解体範囲外で解体修理が必要な石垣面の解体範囲案提示→承認

平櫓周辺平面図

平櫓石垣平面オルソ図
※青線は震災後の土台木の位置を示す
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重要文化財平櫓周辺石垣 履歴・被害状況把握図 H121 資料４平櫓②
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重要文化財平櫓周辺石垣 履歴・被害状況把握図 H437-1、H437-2 資料４平櫓③
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重要文化財平櫓周辺石垣 解体修理範囲案の検討 H121 資料４平櫓④
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重要文化財平櫓周辺石垣 解体修理範囲案の検討 H121 資料４平櫓⑤
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H124
H122

重要文化財平櫓周辺石垣 解体修理範囲案の検討 資料４平櫓⑥

承認
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調査目的
・平櫓曲輪側石垣の築造時期を把握するための事前確認調査
・平櫓台石垣及び櫓の復旧方法を検討する材料とする。
トレンチ１：曲輪側石垣（H436・H437）の石垣基底部確認、曲輪側遺構面の確認
トレンチ２：曲輪側石垣（H434・H435）の石垣基底部確認、曲輪側石垣（H436）背面と曲輪側遺構面の確認
トレンチ３：曲輪側石垣（H144・H145）の石垣基底部確認、曲輪側石垣（H144・H145・H143-2）の背面の確認
上面調査：曲輪側遺構面の確認

上面調査

トレンチ１

トレンチ２

トレンチ３

重要文化財平櫓 発掘調査箇所位置図の検討 資料４平櫓⑦
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重要文化財平櫓周辺石垣 解体修理範囲案の検討 資料４平櫓⑧
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H121、H122、H124解体修理範囲（右図赤塗箇所）承認【10.9合同WG】
H143-1・H146-4・H437-1・H437-2 ・H438-1は解体修理範囲に含まれる

≪石垣履歴把握について≫
※H433・H434は享保4年(1719)修理のH438と同時期の積み直しの可能性あり
※H435はH437と同時期に積み直し、H434積み直しのあと
※H437はH437-1の乗り合い関係から、H121の3回目の石垣修理に該当する可能性あり
※H145・H146-1・H146-5は石段の配置状況からH143の一部を撤去して構築
※H436は昭和52年以降に増築


